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統計的データ融合は、異なる情報源から得られるデータ（これをマルチソースデータと呼ぶ）
を、⼀つの情報源から得られるデータ（これをシングルソースデータと呼ぶ）に統合するための
統計⼿法の総称であるシングルソースデータでは、分析に⽤いる変数の全てが同じ対象者から得
られており、すべての変数間の関係性を直接把握することができる。⼀⽅でマルチソースデータ
は、関⼼のある変数が別々の対象者から分割して得られているデータである。同じ対象者からす
べての変数は同時に得られていないため、通常はこれらの関係性を把握することはできない。そ
こで、統計的にマルチソースデータを解析して両者の関係性を把握することを考える。 

統計的データ融合では、マルチソースデータにおいて、変数が得られていない部分を⽋測デー
タとしてみなして合理的に埋めることを考える。そのために、統計的データ融合では、異なるデ
ータ間に共通する「糊しろ」としての変数を⽤意する。この「糊しろ」は「共変量」と呼ばれ、⽋
測の起きえる変数群に影響する属性変数等が⽤いられる。共変量の情報を有効に活⽤することで
調査 A の対象者には変数群 B が⽋測し、調査 B の対象者には変数群 A が⽋測するような状況下
においては本来識別できないはずの変数群 A と変数群 B の相関を⼀定の仮定の下で推測すること
が⽬的となる。データ融合の統計学的性質およびマーケティング分野での事例は、星野(2009)に
⽰されているが、データ融合⾃体はニールセンなどの調査会社や、主にヨーロッパでの広告効果
測定の実務で Data Integration という広義の複数データの活⽤法の⼀種として利⽤されてきた(例
えば全⽶広告調査協会,2003)。また経済学では疑似パネルデータや data combination という名称
で同様の研究が⾏われてきた（例えば Ridder and Mofiitt,2007）。 

本発表では、⼀般のマルチソースデータ間の統計的データ融合だけではなく、ミクロデータと
マクロデータが混在する場合でのデータ融合⼿法についてレビューを⾏い、マーケティング、医
療データベース、政府統計等での応⽤例(例えば Igari andHoshino,2018)について紹介する予定で
ある。 
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